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教育委員会では、経済的な理由で修学が困難な学生や生徒
が教育を受けられる機会を確保するため、昭和 35 年から
奨学金を交付しています。
今月の焦点は、奨学金制度についてご紹介します。

千歳の未来を担う子どもたちのために

寄付をしていただける方を募集しています！

奨学金制度ってどんなもの？

奨
学
金
制
度
っ
て
ど
ん
な
制
度
？

　
教
育
委
員
会
で
は
、
学
習
す
る

意
欲
や
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難
な
学

生
や
生
徒
に
対
し
て
、
等
し
く
教

育
を
受
け
る
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、奨
学
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
（
保

護
者
が
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る

と
き
を
含
む
）、
下
記
の
全
て
の

支
給
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
を
対

象
に
、
奨
学
生
選
考
委
員
会
に
よ

る
審
査
を
経
て
奨
学
生
を
決
定
し

て
い
ま
す
。

　
奨
学
金
は
、
６
月
、
９
月
、
12

月
、
２
月
の
年
４
回
に
分
け
て
交

付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
は

給
付
型
の
た
め
、
将
来
返
還
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
奨
学
生
は
、
毎
年
３
月
１
日
か

ら
４
月
10
日
ま
で
募
集
し
ま
す
。

詳
細
は
、
２
月
号
の
広
報
ち
と
せ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

奨
学
金
の
財
源
、
10
年
後
に
底
を
つ
い
て
し
ま
う
恐
れ
が
・
・
・

　
奨
学
金
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
寄

付
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
奨
学
金
の
主
な
財
源

は
、
制
度
に
理
解
、
支
援
し
て
い

た
だ
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
や
企

業
、
各
種
団
体
か
ら
の
寄
付
金
を

積
み
立
て
た
「
奨
学
基
金
」
の
運

用
益
に
よ
り
賄
っ
て
き
ま
し
た
。

　
高
金
利
で
あ
っ
た
平
成
３
年
度

は
、
１
年
で
２
０
７
万
６
８
４
５

円
の
基
金
運
用
益
が
あ
り
ま
し
た

22

が
、平
成
26
年
度
は
１
万
８
８
６
２

円
に
ま
で
減
少
し
、
現
在
で
は
、

奨
学
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
平
成
27
年
４
月
時
点
で
は
、
約

６
４
３
６
万
円
の
基
金
残
高
と
な

っ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
交
付

金
額
は
、
約
６
１
８
万
円
（
高
校

の
部
で
45
人
に
約
３
７
８
万
円
、

大
学
の
部
で
20
人
に
約
２
４
０
万

円
）
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
が
な
け
れ

ば
、
約
10
年
後
に
は
、
基
金
残
高

が
底
を
つ
い
て
し
ま
い
、
将
来
、

奨
学
金
の
財
源
を
確
保
で
き
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

預
金
利
子
が
見
込
め
な
い
現

在
、
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意
あ
る
寄

付
金
に
よ
っ
て
、
奨
学
金
制
度
は

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

奨学生 からの
感謝の ことば

奨学生 からの
感謝の ことば

大学卒業を迎えることがで
きました。
卒業後は社会人として貢献
していきたいです。

家族や市民の方々のために
もしっかり勉強し、皆さん
に恩返しをしたいです。

心にゆとりをもって学校生活に打
ち込むことができました。これか
らも感謝の気持ちを忘れずに学校
生活を送りたいです。

感謝の気持ちを忘れず、勉
強という形で恩返ししてい
きたいと思います。

将来に向けて悔いの残ら
ないように頑張っていき
たいと思います。

寄付者の皆様、本当にあり
がとうございます。
たくさんの感謝を忘れずに
これからも頑張ります。

修学を希望する学生や生徒が、奨学金制度を活用できる
よう給付人数を拡大しました ( 平成 21 年度 10 人 ( 高校・
大学の部で各５人 )、平成 24 年度 15 人 ( 高校の部 ))。

グラフ : 最近５年間の申込状況
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支給要件
◎高等学校、高等専門学校、専修学校 ( 修業年限が３年以上の
　高等課程または修業年限が２年以上の専門課程に限る )、大学
　( 短期大学を含む ) に在学中または進学を希望する方
◎学資に乏しい方
◎学業が優良で素行が善良な方

部門
（予定人数） 対象 金額

高校の部
(45 人 )

高校生
月額

7,000 円以内
高等専門学校生 ( １年生から３年生 )
専修学校
( 修業年限が３年以上の高等課程 )

大学の部
(20 人 )

大学生 ( 短期大学含む )
月額

1 万円以内
高等専門学校生

（４年生、５年生および専攻科）
専修学校

（修業年限が２年以上の専門課程）
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記事のお問い合わせ
千歳市教育委員会教育部
企画総務課総務係

(24) ０８１９

年度 合計寄付金額 寄付件数
20 年度   203 万円 12 件
21 年度 201 万 2,500 円 27 件
22 年度 822 万 7,650 円 76 件
23 年度   587 万 91 円 48 件
24 年度 718 万 5,239 円 45 件
25 年度 651 万 2,649 円 35 件
26 年度 748 万 1,271 円 35 件

※奨学金制度が皆さん
　の寄付によって支え
　られていることを広
　く周知するために、
　寄付をいただいた方
　の氏名（個人名、会
　社名、団体名など）
　を市のホームページ「教育委員会」－「奨学金・就学援助」－
　「奨学金への寄附募集」でご紹介させていただいています。

　これまで市民の皆さんや企業、各種団体から千歳市奨学基金へ寄付をいただ
き、心からお礼申し上げます。
　皆さんからの寄付金は、未来を担う子どもたちのため、大切に使わせていた
だいております。今後も、皆さんの善意によって支えられている奨学金制度の
安定的な運用を図るため、千歳の未来を担っていく子どもたちの一助として、
制度の趣旨にご理解いただき、寄付のお願いを申し上げます。

※作文の一部を 抜粋しています ｡




